
省

令

別
記
様
式
（
第
1
0条
関
係
）

（
表
面
）

第
号

日
本
年
金
機
構
法
第
4
8条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
身
分
証
明
書

官
職

氏
名

写
真

生
年
月
日

年
月

日
交
付

厚
生
労
働
大
臣

印

（
裏
面
）

日
本
年
金
機
構
法
（
抄
）

（
報
告
及
び
検
査
）

第
4
8条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
こ
の
法
律
、
厚
生
年
金
保
険
法
、
国
民
年
金
法
、
児
童
手
当
法
、
健
康
保
険
法

又
は
船
員
保
険
法
を
施
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
機
構
に
対
し
、
そ
の
業
務
並
び
に
資

産
及
び
債
務
の
状
況
に
関
し
報
告
を
さ
せ
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
機
構
の
事
務
所
そ
の
他
そ
の
業
務
を
行
う

場
所
に
立
ち
入
り
、
業
務
の
状
況
若
し
く
は
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
必
要
な
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。

２
前
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
が
立
入
検
査
を
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係

人
に
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
は
な
ら

な
い
。

第
5
8条

第
4
8条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に

よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
機
構
の
役
員
又
は
職

員
は
、
3
0万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

備
考
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｂ
列
８
と
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

規

則

平成™™年Ÿ月˜—日 火曜日 第œš�™号官 報

人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
法
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則

八
e

一
二
（
職
員
の
任
免
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人

事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
二
年
八
月
十
日人

事
院
総
裁

江
利
川

毅

人
事
院
規
則
八
e

一
二
e

八

人
事
院
規
則
八
e

一
二
（
職
員
の
任
免
）
の
一
部

を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
八
e

一
二
（
職
員
の
任
免
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
三

期
間
業
務
職
員

相
当
の
期
間
任
用
さ
れ
る
職

員
を
就
け
る
べ
き
官
職
以
外
の
官
職
で
あ
る
非
常
勤

官
職
で
あ
っ
て
、
一
会
計
年
度
内
に
限
っ
て
臨
時
的

に
置
か
れ
る
も
の
（
法
第
八
十
一
条
の
五
第
一
項
に

規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
そ
の
他
人
事
院
が
定

め
る
官
職
を
除
く
。）に
就
け
る
た
め
に
任
用
さ
れ
る

職
員

第
四
十
六
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
期
間
業
務
職
員
を
採
用
す
る
場
合
に
お
け

る
こ
の
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、「
、経
歴
評
定
」

と
あ
る
の
は
、「
及
び
経
歴
評
定
」
と
す
る
。

第
四
十
六
条
第
二
項
た
だ
し
書
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。

た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

官
職
に
必
要
と
さ
れ
る
知
識
、
経
験
、
技
能
等
の

内
容
、
官
署
の
所
在
地
が
離
島
そ
の
他
の
へ
き
地
で

あ
る
等
の
勤
務
環
境
、
任
期
、
採
用
の
緊
急
性
等
の

事
情
か
ら
公
募
に
よ
り
難
い
場
合

二

期
間
業
務
職
員
を
採
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
前

項
に
定
め
る
能
力
の
実
証
を
面
接
及
び
期
間
業
務
職

員
と
し
て
の
従
前
の
勤
務
実
績
に
基
づ
き
行
う
こ
と

が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
公
募
に
よ
る
必
要
が
な
い

と
き
と
し
て
人
事
院
が
定
め
る
と
き
。

第
四
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
非
常
勤
職
員
の
任
期
）

第
四
十
六
条
の
二

期
間
業
務
職
員
を
採
用
す
る
場
合

は
、
当
該
採
用
の
日
か
ら
同
日
の
属
す
る
会
計
年
度
の

末
日
ま
で
の
期
間
の
範
囲
内
で
任
期
を
定
め
る
も
の
と

す
る
。

２

任
命
権
者
は
、
特
別
の
事
情
に
よ
り
期
間
業
務
職
員

を
そ
の
任
期
満
了
後
も
引
き
続
き
期
間
業
務
職
員
の
職

務
に
従
事
さ
せ
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
前
項
に

規
定
す
る
期
間
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
任
期
を
更

新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

任
命
権
者
は
、
期
間
業
務
職
員
の
採
用
又
は
任
期
の

更
新
に
当
た
っ
て
は
、
業
務
の
遂
行
に
必
要
か
つ
十
分

な
任
期
を
定
め
る
も
の
と
し
、
必
要
以
上
に
短
い
任
期

を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
採
用
又
は
任
期
の
更
新
を
反

復
し
て
行
う
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

４

期
間
業
務
職
員
以
外
の
非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
任
期

を
定
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
の
規
定
を
準
用
す

る
。

５

第
四
十
二
条
第
三
項
の
規
定
は
、
非
常
勤
職
員
の
任

期
を
定
め
た
採
用
及
び
任
期
の
更
新
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

第
四
十
七
条
第
三
項
中
「
前
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十

六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
九
十
五
号

日
本
年
金
機
構
法
施
行
令
（
平
成
二
十
一
年
政
令
第
二
百
八
十
九
号
）
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
日

本
年
金
機
構
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
九
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
日
本
年
金
機
構
の
業
務
運
営
に
関
す
る
省
令
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
八
月
十
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

日
本
年
金
機
構
の
業
務
運
営
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

日
本
年
金
機
構
の
業
務
運
営
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
を
第
十
三
条
と
し
、
第
十
条
を
第
十
一
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
不
動
産
登
記
規
則
等
の
準
用
）

第
十
二
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
の
行
政
機
関
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一

不
動
産
登
記
規
則
（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
十
八
号
）
第
四
十
三
条
第
一
項
第
四
号
（
同
令
第
五
十
一
条
第

八
項
、
第
六
十
五
条
第
九
項
、第
六
十
八
条
第
十
項
及
び
第
七
十
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、

第
六
十
三
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
六
十
四
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
四
号
、第
百
八
十
二
条
第
二
項（
こ

れ
ら
の
規
定
を
船
舶
登
記
規
則
（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
二
十
七
号
）
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）並
び
に
附
則
第
十
五
条
第
四
項
第
一
号
及
び
第
三
号

二

船
舶
登
記
規
則
附
則
第
三
条
第
八
項
第
一
号
及
び
第
三
号

第
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
立
入
検
査
の
た
め
の
身
分
証
明
書
）

第
十
条

法
第
四
十
八
条
第
二
項
の
証
明
書
は
、
別
記
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

附
則
の
次
に
次
の
様
式
を
加
え
る
。

™


		2010-08-09T15:08:55+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




